
 9月 14日 

聖十字架日 

Holy Cross Day 

          （335） 

～十字架称賛の祝日～ 

 

 

 

  伝承によると、ローマ皇帝コンスタンティヌスの母ヘレナが、

エルサレムでキリストの十字架を発見し（一説ではこの日は 320年

6月 14日といわれています）、そこでエルサレムのゴルゴタの丘に

復活教会と殉教教会を建てたそうです。その教会の献堂日が 335年

9月 13日と伝えられており、その翌日、9月 14日の日曜日に、礼

拝のなかで十字架が人々に公開されました。そこから十字架への崇

敬が求められていきます。また、エルサレムの十字架聖遺物の存在

は、340年代後半に、エルサレムのキュリロスによってはじめて確

証されています。また巡礼者エゲリアは、エゲリア巡礼記の中で、

復活教会と殉教教会の献堂記念祭を報告し、十字架を見たことを書

いていますが、9 月 14 日に十字架崇敬を行っていたということに

ついては触れていません。 

 その後、9 月 14 日の十字架称賛の祝日は、まず東方教会で「聖

十字架挙栄祭」として祝われます。のちにこの祭りは、十二大祭の

一つとなります。また、祭りの中では、十字架奉挙の儀式も模倣さ

れました。ローマでは、7世紀末になって初めて、この日が祝われ

ます。ローマでは、この祝日と、もっと古い 5月 3日のガリア（現

フランス）の十字架祝日とが競合していたそうです。このガリアの 

                    

                          

                                                                               

 

 

 

 

十字架祝日は、309年頃、教皇エウセビウスの時代のこの日に、キ

リストの十字架が発見されたという伝承に基づいています。また、

他の伝承によれば、5月 3日の十字架祝日は、ペルシアが持ち去っ

た十字架の聖遺物が、627年に皇帝ヘラクリウスによって返還され

た日と関係があったとも言われます。 

そして後に、5月 3日がヘレナによる十字架の発見の日、9月 14

日がヘラクリウスによる十字架返還の日として祝われるようにな

りました。なおカトリック教会では、この 5月 3日の「聖十字架発

見」祝日は、1960年、教皇ヨハネス 23世によって祝祭暦から削除

されています。 

イギリスでは、数多くの教会がこの祝日を記念して、「Holy Rood」

または「Holy Cross」と名付けられています。 

 

 ＜特祷＞ 

全能の神よ、あなたはみ子の受難によって、恥ずべき死をもたらす

十字架を永遠の命に至る十字架に変えて下さいました。どうか、わ

たしたちがみ子のために喜んで苦しみを忍び、キリストの十字架に

よって栄光を現すことができますように、主イエス・キリストによ

ってお願いいたします。    アーメン 


